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あ
な
た
は
い
つ
も
高
み
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。

傲
っ
た
り
し
な
い
。
同
じ
職
に
つ
い
て
い
て
、
い
つ
も
あ

な
た
を
見
て
い
る
け
れ
ど
、
本
当
に
尊
敬
し
て
い
る
。（
く

や
し
い
か
ら
言
葉
に
し
た
こ
と
は
な
い
け
ど
。）
私
も
一
緒

に
高
み
を
目
指
し
た
い
。
研
究
職
で
あ
る
私
達
で
、
世
界

で
一
番
の
物
を
作
り
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
緒
に
沢
山

学
ん
で
、沢
山
競
っ
て
、共
に
仲
良
く
高
み
を
目
指
し
た
い
。

（
神
奈
川
県
・
会
社
員
）

髙
野 

亜
衣
子
さ
ん 夫

【贈りたい相手】

妻
【贈り主】

君
が
26
歳
の
若
さ
で
逝
っ
て
も
う
30
年
。
乳
飲
み
子
だ
っ

た
子
供
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
良
き
伴
侶
を
得
て
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
る
。
僕
は
、
も
う
じ
い
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
、
君
は
永
遠
に
26
歳
の
ま
ま
、
僕
の
心
の
中
に
生

き
て
い
る
。 

（
徳
島
県
・
公
務
員
）

武
市 

善
明
さ
ん

亡き妻
【贈りたい相手】

夫
【贈り主】

い
つ
も
仕
事
お
疲
れ
様
。
あ
な
た
は
昔
か
ら
感
情
が
豊

か
で
、
怒
っ
た
り
、
笑
っ
た
り
、
悲
し
ん
だ
り
が
ス
ト
レ
ー

ト
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
で
も
、
私
に
と
っ
て
は
ど
ん
な

時
の
あ
な
た
で
も
、
あ
な
た
を
見
る
だ
け
で
心
が
安
ら
ぐ

「
癒
や
し
」
で
す
。

（
東
京
都
・
教
員
）

田
島 

英
和
さ
ん

妻
【贈りたい相手】

夫
【贈り主】

永
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辻
先
生
、
お
元
気
で
す
か
。
先
生
は
中
学
生
だ
っ
た
私

に
、
言
葉
（
日
本
語
）
の
美
し
さ
、
漢
字
の
面
白
さ
、
日

本
と
い
う
国
や
文
化
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
先

生
に
教
わ
っ
た
３
年
間
が
今
の
私
を
つ
く
る
大
き
な
転
換

点
と
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
背
中
を
追
い
か
け
て

１０
年
。

今
で
は
私
が
国
語
を
教
え
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
大
好

き
だ
っ
た
あ
の
授
業
を
、
頑
張
っ
て
再
現
で
き
る
よ
う
に
、

今
日
も
あ
の
頃
の
友
だ
っ
た
ボ
ロ
ボ
ロ
の
便
覧
と
と
も
に

授
業
作
り
に
励
み
ま
す
。

（
三
重
県
・
教
員
）

龍
田 
優
さ
ん

大好きな中学校の国語の先生
【贈りたい相手】

教え子
【贈り主】

こ
の
「
追
」
が
先
生
の
家
に
届
い
て
も
、
先
生
の
目
に

触
れ
る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
あ
ん
な
に
強

く
、
知
識
人
の
先
生
が
病
に
伏
す
な
ん
て
、
今
で
も
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。
出
会
っ
た
日
か
ら
先
生
の
こ
と
を
、
ず
っ

と
追
い
続
け
て
い
ま
す
。「
勇
往
邁
進
」
先
生
か
ら
学
ん
だ

生
き
方
で
す
。

（
愛
知
県
・
教
員
）

百
々 

進
祐
さ
ん

人生の師
【贈りたい相手】

ひよっこ教師
【贈り主】

教
師
三
年
目
を
迎
え
た
あ
な
た
。
理
解
さ
せ
た
い
内
容
、

身
に
付
け
さ
せ
た
い
内
容
ば
か
り
で
頭
い
っ
ぱ
い
の
あ
な

た
。「
学
」
ぶ
と
い
う
字
の
中
心
は
「
子
」
ど
も
た
ち
で
す
。

目
の
前
の
い
ろ
い
ろ
な
個
性
の
あ
る
「
子
」
ど
も
が
主
役

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
今
日
も
教
室
に
向
か
い
ま
し
ょ

う
。

（
福
岡
県
・
教
員
）

中
井 

朗
さ
ん

自分
【贈りたい相手】

自分
【贈り主】

佳 作
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9
年
付
き
合
っ
て
、
よ
う
や
く
同
じ
名
前
に
な
っ
た
。

周
り
の
人
に
、「
長
い
間
付
き
合
っ
て
て
、
別
れ
る
こ
と
な

か
っ
た
の
？
」
っ
て
聞
か
れ
た
と
き
、
夫
は
「
別
れ
る
理

由
が
無
い
」
っ
て
答
え
た
み
た
い
。
好
き
な
と
こ
ろ
を
並

べ
ら
れ
る
よ
り
、
こ
の
「
無
い
」
が
何
倍
も
嬉
し
か
っ
た
。

そ
う
や
っ
て
、
遠
回
し
に
気
持
ち
を
伝
え
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
大
好
き
で
す
。

（
大
阪
府
・
栄
養
士
）

西
村 

美
由
さ
ん

夫 勇人
【贈りたい相手】

妻 美由
【贈り主】

5
年
前
に
出
会
っ
て
、
今
日
ま
で
仲
良
く
し
て
も
ら
え

て
幸
せ
で
す
。
結
婚
を
前
提
に
お
付
き
合
い
し
て
き
ま
し

た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
ど
う
で
し
ょ
う
？
と
も
に
同
じ
大
学
で
、

と
も
に
同
じ
職
種
で
。
そ
ろ
そ
ろ
、
と
も
に
同
じ
名
字
に

し
ま
し
ょ
う
。
偕
老
同
穴
、
比
翼
連
理
。
こ
れ
か
ら
も
仲

良
く
、
そ
し
て
温
か
い
家
族
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

（
香
川
県
・
教
員
）

村
井 

庸
佑
さ
ん

あゆちこ
【贈りたい相手】

ぼく
【贈り主】

息
子
の
テ
ス
ト
の
成
績
を
褒
め
て
い
た
ら
、
と
な
り
で

妻
が
一
言
、「
た
ま
に
は
私
も
褒
め
て
よ
」。
た
し
か
に
、

結
婚
し
て

２０
年
、
ほ
と
ん
ど
褒
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

家
事
に
、
育
児
に
頑
張
る
妻
に
、
一
言
、「
頑
張
っ
て
い
る

ね
。
あ
り
が
と
う
」
と
い
い
た
い
の
で
す
が
、
面
と
向
か
っ

て
は
恥
ず
か
し
い
の
で
、
ま
ず
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
て
贈

り
ま
す
。

（
岐
阜
県
・
会
社
員
）

吉
田 

和
史
さ
ん

妻　順子
【贈りたい相手】

夫　和史
【贈り主】

無

偕

褒
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コンテストは広がりを見せ、
「学校教育」にも採用

“ 誰かに贈る漢字を選ぶ ”その時間は、
漢字そのものの奥深さに触れられるとともに、
自分の大切な人との関係を見つめ直し、
自分自身と向き合うことにもつながります。

その点が高く評価され、
学校教育の題材として取り上げられるようになりました。

今後、「大切な人へ漢字を贈る」ということが、私たちにとって
より身近な習慣になる日も近いかもしれません。

私は、漢字コンテストの作品を読みながら、
「漢字って、こんなに表情豊かになるんだ――。」と、ワクワクしました。
「待」からは、「おかえり。」の温かさを感じたり、
「遊」からは、兄弟の楽しそうな笑顔が浮かんできたりしました。

私は、「教科書に掲載したい！」と思いました。
この題材なら、子どもたちが家族への思いを、楽しく、深く見つめられる。
この題材なら、家庭環境が一人一人ちがう子どもたちが、
伝えたい相手に思いを伝えられる優しい教材になる。
そう考えたからです。

授業を終えた後、
贈った漢字が、子どもたちと家族の宝物になればいいなあと願っています

光村図書出版　担当者

「漢字に思いをこめて」にこめた思い

「どうとく3　きみが　いちばん　ひかるとき」（光村図書出版）
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（コンテストサイト）　　  http://www.kanken.or.jp/kanjicontest2018/

公益財団法人 日本漢字能力検定協会
お問い合わせ先

0120-509-315（無料）受付時間　月～金 ９:００～１７:００（祝日・お盆・年末年始を除く）

・メッセージは１２０字以内に限ります。
　これを超える応募作品につきましては審査対象外となります。
・応募いただいた作品は返却できません。

※抽選で団体応募プレゼントが当たります。
抽選は応募団体単位で行い、プレゼントは当選団体の応募人数分をお送りいたします。当選団体の発表はプレゼ
ントの発送をもってかえさせていただきます。

主催者および審査員が、本コンテストの開催趣旨に照らし総合的に審査します。
入賞者には審査後に受賞の内定を通知いたします。

「贈りたい漢字とメッセージ（※１２０字以内）」

応募期間

①小学生部門　　②中学生部門
③高校生部門　　④大学生・一般部門

２０１９年１月（予定）　

■Webでの応募　ＵＲＬ　http://www.kanken.or.jp/kanjicontest2018/
■郵送での応募　 〒６０５-００７４　京都市東山区祇園町南側５５１番地
　　　　　　　　（公財）日本漢字能力検定協会　「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」係

２０１８年６月１日（金）～２０１８年９月１４日（金）消印有効

表 彰 式 ２０１９年３月

表彰式会場 公益財団法人 日本漢字能力検定協会 京都本部
漢検 漢字博物館・図書館（漢字ミュージアム）

入賞作品は、応募者氏名などとともにコンテストサイト等にて発表する予定です。

【Ｗｅｂ】コンテストサイト（下記ＵＲＬ）にある応募フォームを利用してください。
【郵送】所定の応募用紙、もしくはコンテストサイトよりダウンロードした応募用紙を利
用して、下記応募先へ郵送してください。また、応募用紙取得が困難な方は、必要事
項記載のうえハガキでの応募も可能です。

応募者全員分の用紙をまとめ、「団体名」「団体担当者氏名」「住所・電話番号（会場
番号）」を添えて下記応募先へ郵送してください。必要分の応募用紙と返送用封筒を
送付いたしますので下記お問い合わせ先へご連絡ください（応募用紙はコピーしてい
ただいても構いません）。

あなたが伝えたい気持ちを表す漢字（一文字）とメッセージをお寄せください。
応募テーマ

応募部門

応募方法

応 募 先

審　　査

発　　表

表　　彰

■個人での応募

■団体での応募

応募の際の注意事項

　　　　第6回 「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」応募要項

絆大賞（４点） 賞状・副賞（５万円相当）

日本漢字能力検定協会賞（４点） 賞状・副賞（３万円相当）

審査員賞（１２点） 賞状・副賞（１万円相当）

佳作（４０点） 賞状・副賞（５千円相当）

審査員  ゴルゴ松本
（お笑い芸人）

審査員  やすみりえ
（川柳作家）

審査員  華雪
（書家）

審査員長  橋本五郎
（読売新聞特別編集委員）審 査 員

副賞：ギフトカード、図書券など
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「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」
2017 年度　受賞作品集
2018 年　6 月 1 日　第１版第１刷発行

編　者　公益財団法人日本漢字能力検定協会
発行者　髙坂 節三
印刷所　大日本印刷株式会社
発行所　公益財団法人日本漢字能力検定協会

（住所）〒 605 － 0074
　　　 京都市東山区祇園町南側 551 番地

（TEL）075 － 757 － 8600
（FAX）075 － 532 － 1110
（ホームページ URL）http://www.kanken.or.jp

本書の内容の一部あるいは全部を無断で複写複製（コ
ピー）することは著作権法上での例外を除き、禁じ
られています。

乱丁・落丁本はお取り替えいたします。
「漢検」は登録商標です。
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